
47,725,874

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

71.5 平均値 44,571,078 45,346,697 44,774,257 46,069,36656.9 平均値 68.9 70.2 72.0 72.3平均値 52.8 54.2 55.4 57.6

59.5 65.7 70.7 76.5

R01 R02 R03

当該値 41.7 45.0 48.0 50.7 53.6 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

71,785,400 72,575,760 73,312,800 72,740,640 72,675,32082.2 当該値

14.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　本院が所在する牡鹿地域は、人口減少が続く過
疎地域にあり、現在の人口は2,165人（令和4年11
月末現在）と東日本大震災前の4,533人（平成23
年2月末）と比較すると、半分以下に減少し、こ
の傾向は今後も継続していくものと思われる。こ
れに伴い、患者数も同様に減少傾向にあり、安定
的な医業収益の確保が課題となっている。また、
医師をはじめとする医療スタッフについても充足
しておらず、医療人材の確保が困難な状況となっ
ている。24時間体制で救急患者を受け入れるな
ど、急性期医療も担う牡鹿地域唯一の病院とし
て、その役割は大きく、地元住民が健康を維持し
ながら安心して生活ができるように、関係医療機
関等と連携を図りながら、地域医療提供体制を維
持できるよう努めていかなければならない。

H29 H30 R01 R02 R03 H29

84.5 平均値 17.4 16.0 16.0 15.99,068 平均値 81.1 81.6 80.1 87.129,802 平均値平均値 25,136 26,485 27,761 29,162

74.5 75.5 68.2 93.413,628 13,839 13,949 13,029 13,538 当該値

8,023 8,109 8,307 8,904

当該値 24,326 13,379 12,264 11,996 12,374 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　医業収支比率については、地域の人口減少に伴
い病床利用率が低迷し、入院収益が減収する一
方、新型コロナウイルス感染症の対応などによ
り、外来収益等の医業収益が対前年度比で14百万
円増となったことなどから、医業収支比率は3.1
ポイント増となった。しかし、医業活動による医
業収益だけでは安定した病院経営は依然として困
難であり、経常収支比率では対前年度比3.1ポイ
ント減と悪化し、一般会計からの繰入れに依存せ
ざるを得ない状況が続いている。累積欠損金比率
については対前年度比で20.8ポイント減少したも
のの、欠損金額を縮小させていく経営努力を続け
ていかなければならない。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 　有形固定資産については、建物の竣工から19年
目となり、有形固定資産減価償却率は緩やかな増
加傾向となっている。施設・設備の改修は、過剰
投資を避けて計画的に実施し、コストを抑制して
いかなければならない。なお、１床当たり有形固
定資産が類似病院平均値よりも５割程度高くなっ
ているのは、平成22年に許可病床数50床から25床
へと減床したことによるものである。
　器械備品減価償却率については、対前年度比で
5.7ポイント上昇しており、医療機器等が老朽化
傾向にある。このため、優先順位を付けるなどし
て、計画的に更新していく必要がある。

R03 H29 H30 R01

36.3 36.5 32.2 30.4 28.490.0 当該値

平均値 62.3 59.4 61.4 55.9 56.5平均値 106.0 118.7 121.7 132.3 141.6平均値 67.7 66.8 67.8 65.0 67.6平均値 94.8 96.1 96.7 98.0 101.9

当該値 32.0 40.6 55.3 54.1 44.3当該値 128.2 169.5 147.3 123.9 103.151.9 55.4 56.1 59.2当該値 93.1 90.3 107.7 112.3 109.2

Ⅰ 地域において担っている役割
　牡鹿半島において、地域医療を担う唯一の病院
として内科、外科及び歯科の３診療科を標榜して
いる。外来及び入院の一般診療のほか、24時間体
制で救急患者の受入れにも対応している。また、
一般健康診断業務のほか、各種予防接種事業への
協力、校医として小中学校・保育所へ赴き、内科
及び歯科の定期健康診断を行うなど、学校保健分
野における公衆衛生活動も担っている。その他、
各種施設の嘱託医として、疾病の予防や治療にも
対応するなど、地域に密着した医療を提供してい
る。H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 57.3

- 年度 - 年度 - 年度

- 25

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

138,686 3,588 第１種該当 - その他 25

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 3 - ド 救 輪 - - 25 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 25 - - ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
宮城県石巻市　石巻市立牡鹿病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)
【67.1】
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【70.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,765,843】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.8】
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【56.4】
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